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(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 307,287 18.2 30,690 △19.8 22,592 △18.9

2023年３月期第３四半期 259,852 34.3 38,278 △8.2 27,890 △10.2

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 27,696百万円(－％) 2023年３月期第３四半期 △327,906百万円(－％)

１口当たり
四半期純利益

潜在出資調整後
１口当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 3,367.89 －

2023年３月期第３四半期 4,157.69 －

総　資　産 純　資　産
自己資本比率

（注）
１口当たり

純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期第３四半期 53,698,658 1,353,187 2.4 242,134.35

2023年３月期 46,095,333 1,345,160 2.8 239,364.73

(参考)　自己資本 2024年３月期第３四半期 1,340,022百万円 2023年３月期 1,332,106百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 (一般普通出資) － － － 3,000.00 3,000.00

(特定普通出資) － － － 1,500.00 1,500.00

(優 先 出 資) － － － 6,500.00 6,500.00

2024年３月期 (一般普通出資) － － －

(特定普通出資) － － －

(優 先 出 資) － － －

2024年３月期 (一般普通出資) 3,000.00 3,000.00

（予想） (特定普通出資) 1,500.00 1,500.00

(優 先 出 資) 6,500.00 6,500.00

（％表示は対前期増減率）

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１口当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　　　　期 41,000 13.8 30,000 14.4 4,145.26

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

(2)　連結財政状態

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しておりま
す。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

(注１)　直近に公表されている配当予想からの修正の有無　　無
(注２)　四半期配当は、「信用金庫法」及び「協同組織金融機関の優先出資に関する法律」に四半期配当の制度がないた

め、実施しておりません。
(注３)　新たに調達する特定普通出資の年間配当金（予想）については、払込日（2024年３月29日予定）から期末日

（2024年３月31日）までの日割計算により支払われます。詳細は、P.６「追加情報」に記載しております。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無　　無



※  注記事項

(1)　当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動　　：無

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2)　四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　　：無

(3)　会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　　　　　：無

②  ①以外の会計方針の変更　　　　　　　　　　　　　：無

③  会計上の見積りの変更　　　　　　　　　　　　　　：無

④  修正再表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：無

(4)　発行済出資口数

①　期末発行済出資口数（自己出資を含む）

2024年３月期第３四半期　6,708,222 口

（一般普通出資 4,000,000 口、特定普通出資 2,000,000 口、優先出資 708,222 口）

2023年３月期　　　　　　6,708,222 口

（一般普通出資 4,000,000 口、特定普通出資 2,000,000 口、優先出資 708,222 口）

②　期末自己出資口数　　2024年３月期第３四半期　　－　口、2023年３月期　－　口

③　期中平均出資口数（四半期累計）

2024年３月期第３四半期　6,708,222 口

（一般普通出資 4,000,000 口、特定普通出資 2,000,000 口、優先出資 708,222 口）

2023年３月期第３四半期　6,708,222 口

（一般普通出資 4,000,000 口、特定普通出資 2,000,000 口、優先出資 708,222 口）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本中金が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．１口当たり予想当期純利益の算出にあたっては、P.６「追加情報」に記載の特定普通出資による資本調達を考慮

して算出しております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

現金及び預け金 19,019,069 23,568,751

買入手形及びコールローン 1,573,215 1,735,857

買現先勘定 295,304 1,138,320

債券貸借取引支払保証金 － 41,482

買入金銭債権 172,200 232,963

特定取引資産 485,686 574,713

金銭の信託 78,136 79,891

有価証券 13,598,793 15,409,568

貸出金 9,511,310 9,373,070

外国為替 22,701 19,956

その他資産 1,044,086 1,239,810

有形固定資産 72,028 70,678

無形固定資産 20,354 17,804

繰延税金資産 65,440 63,857

債務保証見返 160,981 155,681

貸倒引当金 △23,974 △23,750

資産の部合計 46,095,333 53,698,658

負債の部

預金 34,652,817 39,697,511

譲渡性預金 － 11,737

債券 1,452,960 1,337,260

特定取引負債 86,702 172,186

借用金 3,998,680 4,686,880

売渡手形及びコールマネー 6,804 7,495

売現先勘定 2,620,729 3,782,297

債券貸借取引受入担保金 1,362,132 1,887,676

外国為替 652 640

信託勘定借 43,534 46,983

その他負債 315,234 511,182

賞与引当金 1,764 948

役員賞与引当金 89 －

退職給付に係る負債 40,299 40,240

役員退職慰労引当金 511 511

特別法上の引当金 10 13

繰延税金負債 235 189

再評価に係る繰延税金負債 6,033 6,033

債務保証 160,981 155,681

負債の部合計 44,750,172 52,345,471

四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部

出資金 690,998 690,998

資本剰余金 100,678 100,678

利益剰余金 650,740 653,729

会員勘定合計 1,442,417 1,445,406

その他有価証券評価差額金 △215,893 △227,871

繰延ヘッジ損益 94,174 109,329

土地再評価差額金 14,772 14,772

為替換算調整勘定 △2,238 △1,010

退職給付に係る調整累計額 △1,124 △604

その他の包括利益累計額合計 △110,310 △105,384

非支配株主持分 13,053 13,165

純資産の部合計 1,345,160 1,353,187

負債及び純資産の部合計 46,095,333 53,698,658
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

経常収益 259,852 307,287

資金運用収益 150,179 209,165

（うち貸出金利息） 14,121 17,643

（うち有価証券利息配当金） 129,081 181,828

信託報酬 1,783 1,894

役務取引等収益 32,010 32,615

特定取引収益 15,282 19,952

その他業務収益 55,986 39,007

その他経常収益 4,610 4,652

経常費用 221,574 276,596

資金調達費用 72,340 121,666

（うち預金利息） 25,929 32,401

（うち債券利息） 853 1,108

役務取引等費用 11,400 11,536

特定取引費用 254 －

その他業務費用 96,066 99,940

経費 41,128 43,452

その他経常費用 382 0

経常利益 38,278 30,690

特別利益 3 －

固定資産処分益 3 －

特別損失 249 5

固定資産処分損 243 2

金融商品取引責任準備金繰入額 6 3

税金等調整前四半期純利益 38,032 30,685

法人税、住民税及び事業税 9,985 7,830

法人税等調整額 △161 128

法人税等合計 9,824 7,958

四半期純利益 28,208 22,726

非支配株主に帰属する四半期純利益 317 133

親会社株主に帰属する四半期純利益 27,890 22,592

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 28,208 22,726

その他の包括利益 △356,114 4,970

その他有価証券評価差額金 △476,281 △11,977

繰延ヘッジ損益 118,734 15,155

為替換算調整勘定 572 1,228

退職給付に係る調整額 859 563

四半期包括利益 △327,906 27,696

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △328,284 27,518

非支配株主に係る四半期包括利益 378 178

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　本中金では、2020年度以降、新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響分析に基づき、一部の業種につ

いては、その影響が相当期間続くとの仮定を設定し、当該影響を考慮のうえ債務者区分を判定し、貸倒引当金を計

上してきました。

　当第３四半期連結累計期間において、近時の回復状況を踏まえ、新型コロナウイルス感染症による一部の業種へ

の影響は改善したと判断し、債務者区分を判定のうえ、貸倒引当金を計上しております。

（特定普通出資による資本調達）

　本中金は、2023年10月27日開催の理事会において、次のとおり、特定普通出資による資本調達を行うことを決議

いたしました。

イ．資本調達の主な内容

 (イ)　調 達 先　　信用金庫

 (ロ)　調達金額　　2,000億円
（注１、注２）

 (ハ)　調達手段　　特定普通出資（予想配当金：１口当たり1,500円
（注３）

）

 (ニ)　払 込 日　　2024年３月29日

　（注１）１口当たりの発行価額は10万円、発行口数は200万口であります。

　（注２）調達金額は、全額出資金に組み入れます。

　（注３）今回新たに調達する特定普通出資の2024年３月期の配当金については、払込日から期末日までの日割計算によります。

ロ．資本調達の目的

　総資産の拡大および金融規制等への対応の観点から、財務基盤の一層の充実・強化を図るためのものでありま

す。
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前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

１口当たり純資産額 239,364円73銭 242,134円35銭

（算定上の基礎）

純資産の部の合計額 百万円 1,345,160 1,353,187

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 218,178 213,165

うち非支配株主持分 百万円 13,053 13,165

うち優先配当額 百万円 2,124 －

うち特定普通出資配当額 百万円 3,000 －

うち特定普通出資残余財産分配額 百万円 200,000 200,000

１口当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）純資産額
百万円 1,126,982 1,140,022

１口当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）出資口数
口 4,708,222 4,708,222

うち一般普通出資口数 口 4,000,000 4,000,000

うち優先出資口数 口 708,222 708,222

 前第３四半期連結累計期間
　（自　2022年４月１日
　　至　2022年12月31日）

 当第３四半期連結累計期間
　（自　2023年４月１日
　　至　2023年12月31日）

１口当たり四半期純利益 4,157円69銭 3,367円89銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益 百万円 27,890 22,592

親会社株主に帰属する四半期純利益から

控除する金額
百万円 － －

１口当たり四半期純利益の算定に用いら

れた親会社株主に帰属する四半期純利益
百万円 27,890 22,592

期中平均出資口数 口 6,708,222 6,708,222

うち一般普通出資口数 口 4,000,000 4,000,000

うち特定普通出資口数 口 2,000,000 2,000,000

うち優先出資口数 口 708,222 708,222

（１口当たり情報）

イ．１口当たり純資産額及び算定上の基礎

(注)　１口当たり純資産額の算定に際し、本中金優先出資証券配当金のうち、優先配当については純資産の部の合

計額から控除しておりますが、参加配当については純資産の部の合計額から控除しておりません。

　また、特定普通出資配当額及び特定普通出資残余財産分配額について純資産の部の合計額から控除するとと

もに、特定普通出資口数について出資口数に含めておりません。

 ロ．１口当たり四半期純利益及び算定上の基礎

(注)　潜在出資調整後１口当たり四半期純利益については、潜在出資がないので記載しておりません。
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１．損益状況【単体】

(単位：億円）

2024年３月期
第３四半期

2023年３月期
第３四半期

増  減

 経常収益 2,819 2,349 470 

 資金運用収益 2,089 1,500 589 

 信託報酬 18 17 1 

 役務取引等収益 73 72 1 

 特定取引収益 195 148 47 

 その他業務収益 395 565 △ 170

 その他経常収益 46 44 2 

 経常費用 2,528 1,990 538 

 資金調達費用 1,216 723 493 

 役務取引等費用 66 64 2 

 特定取引費用 － 2 △ 2

 その他業務費用 1,000 959 41 

 経費 245 236 9 

 その他経常費用 0 3 △ 3

 経常利益 290 358 △ 68

 特別損益 △ 0 △ 2 2 

 税引前四半期純利益 290 355 △ 65

 法人税等合計 74 90 △ 16

 四半期純利益 216 265 △ 49

(単位：億円）

2024年３月期
第３四半期

2023年３月期
第３四半期

増  減

 業務粗利益 489 554 △ 65

 業務純益 250 326 △ 76

 実質業務純益 250 326 △ 76

コア業務純益 1,242 999 243 

コア業務純益（投資信託解約損益を除く。） 662 639 23 
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２．資金調達・資産運用の状況【単体】

３．有価証券の状況【単体】

（参考）

外国証券の内訳（2023年12月末）

(単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末 増　減

 資金調達 514,634 441,766 72,868 

 預金 397,799 347,034 50,765 

 譲渡性預金 117 － 117 

 信金中金債 13,379 14,586 △ 1,207

 借用金等 103,338 80,145 23,193 

 資産運用 521,208 447,335 73,873 

 短期市場運用 266,637 210,399 56,238 

 有価証券 154,388 136,348 18,040 

 貸出金 93,758 95,148 △ 1,390

 特定取引資産 5,625 4,657 968 

 金銭の信託 798 781 17 

(注) １．借用金等には、コールマネー、売現先勘定、債券貸借取引受入担保金、信託勘定借を含んでおります。

 ２．短期市場運用は、現金、預け金、コールローン、買現先勘定、買入金銭債権です。

(単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末 増　減

 有価証券 154,388 136,348 18,040 

 国債 48,783 31,566 17,217 

 地方債 19,554 18,891 663 

 短期社債 － － － 

 社債 22,175 27,332 △ 5,157

 株式 1,134 1,009 125 

 その他の証券 62,740 57,549 5,191 

 うち投資信託 4,436 5,575 △ 1,139

 うち外国証券 56,652 50,246 6,406 

【証券種類別】 (単位：％) 【通貨種類別】 (単位：％) 【金利種類別】 (単位：％)

構成比 構成比 構成比

46.7 38.3 12.9 

2.0 55.0 51.1 

6.7 6.7 36.0 

5.1 

3.5 

36.0 

(注) １．本表は管理会計ベースで作成しております。

　２．CLO（事業会社等向けローン債権を裏付資産とする証券化商品）の貸借対照表計上額は、

 その他有価証券が14,226百万円（2023年３月末：13,270百万円）、

 満期保有目的の債券が77,990百万円（同：13,350百万円）であり、すべてが格付AAAです。

 固定金利

 変動金利

 その他

 国・政府関係機関債

 政府保証債

 金融機関債

 投資信託ほか

 円

 USドル

ユーロ等

 事業債

 証券化商品
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４．貸出金の状況【単体】

(単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末 増  減

 貸出金 93,758 95,148 △ 1,390 

 会員（信用金庫） 3,342 7,203 △ 3,861 

 会員外 90,415 87,945 2,470 

 代理貸付 2,201 2,484 △ 283 

 直接貸出 88,214 85,460 2,754 

 国・政府関係機関 38,140 39,185 △ 1,045 

 地方公共団体 2,450 2,614 △ 164 

 地方公社等 44 45 △ 1 

 公益法人等 2,022 1,521 501 

 事業会社 44,014 40,501 3,513 

 非居住者 1,541 1,590 △ 49 

 その他 0 0 △ 0 

(注) １．代理貸付は、信用金庫の会員または会員となることができる者に対して、信用金庫を通じて本中金の資金を

 　　　貸し出すものです。

　　 ２．上記貸出金は、部分直接償却実施後の残高を記載しております。
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５．信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の状況【単体】

(単位：億円、％）

2023年12月末 2023年３月末 増　減

0 0 △0

32 32 △0

 要管理債権 186 187 △1

 三月以上延滞債権 0 0 △0

 貸出条件緩和債権 186 187 △1

 不良債権合計 (A) 219 220 △1

(1) (1) (－)

 正常債権 93,936 95,394 △1,458

 総与信残高 (B) 94,156 95,615 △1,459

 総与信残高に占める割合 (A/B) 0.23 0.23 0.00

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権

 危険債権

(注) １．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由
       により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。
 　　２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従っ
       た債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」
       に該当しない債権をいいます。
　　 ３．「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該当す
　　　 る貸出金の合計額をいいます。
 　　４．「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、「破
　　　 産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金をいいます。
 　　５．「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
　　　 の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる
       債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金をいいます。
 　　６．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに
　　　 準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」以外の債権をいいます。
 　　７．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が対象となる債権は、貸借対照表の
　　　 「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該
       社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その
       他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の
       貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）をいいます。

(部分直接償却額)
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６．自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：億円、％）

2023年12月末 2023年３月末 増　減

(1)自己資本比率 23.12 22.40 0.72 

(2)コア資本に係る基礎項目の額 15,123 14,908 215 

(3)コア資本に係る調整項目の額 458 658 △ 200

(4)自己資本の額　(2)-(3) 14,664 14,250 414 

 うち経過措置適用額 769 769 － 

(5)リスク・アセット等の額の合計額 63,422 63,592 △ 170

【連結】 （単位：億円、％）

2023年12月末 2023年３月末 増　減

(1)自己資本比率 22.86 22.09 0.77 

(2)コア資本に係る基礎項目の額 15,453 15,211 242 

(3)コア資本に係る調整項目の額 517 732 △ 215

(4)自己資本の額　(2)-(3) 14,935 14,478 457 

 うち経過措置適用額 785 785 0 

(5)リスク・アセット等の額の合計額 65,311 65,521 △ 210

(注)　自己資本比率は、「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び

　信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準

　（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。
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７．有価証券の評価差額【単体】

（単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末 　　　　　増　減

残高 評価差額 残高 評価差額 残高 評価差額

 その他有価証券 132,586 △ 3,192 127,821 △ 3,020 4,765 △ 172 

 株式 703 365 579 241 124 124 

 投資信託 4,436 211 5,575 407 △ 1,139 △ 196 

 債券 68,430 △ 1,095 69,195 △ 798 △ 765 △ 297 

 外国証券 55,457 △ 2,616 49,755 △ 2,835 5,702 219 

 その他 3,559 △ 57 2,715 △ 34 844 △ 23 

 満期保有目的の債券 22,863 176 8,727 433 14,136 △ 257 

　　　合　計 155,450 △ 3,015 136,548 △ 2,586 18,902 △ 429 

(注) １．残高は貸借対照表計上額です。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は本表に含んでおりません。

　　 ２．貸借対照表の「有価証券」のほか、「預け金」中の譲渡性預け金及び「買入金銭債権」中の信託受益権等を

　　 　含めて記載しております。
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８．デリバティブ取引の状況【単体】

 (１) ヘッジ会計適用分

　　イ．金利関連取引

（単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末

契約額等 時価 契約額等 時価

店頭 金利スワップ

合　計

(注) 上記計数には、「金利スワップの特例処理」を適用しているものを含んでおります。

（参考）金利スワップ（ヘッジ会計適用分）の残存期間別想定元本

（単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末

1年以内
1 年 超
5年以内

5年超 合計 1年以内
1 年 超
5年以内

5年超 合計

6,380 40,026 － 46,406 － 24,860 － 24,860 

2,847 12,877 29,760 45,484 2,046 12,035 22,682 36,764 

合　計 9,227 52,903 29,760 91,890 2,046 36,895 22,682 61,624 

　　ロ．通貨関連取引

（単位：億円）

通貨スワップ

為替予約

合　計

　　ハ．株式関連取引

　　　　該当ありません。

　　ニ．債券関連取引

　　　　該当ありません。

区分

受取変動・支払固定

区分

種 類

種 類

受取固定・支払変動

店頭
△ 69 

41 

△ 27 

8,377 

891 

△ 42 

△ 7 

△ 49 

7,011 

407 

契約額等 時価 契約額等

1,107 

1,107 

1,563 91,890 

1,563 

61,624 

時価

2023年12月末 2023年３月末
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(２) ヘッジ会計非適用分

イ．金利関連取引

（単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

金利スワップ 205,015 △ 67 △ 67 129,795 9 9 

その他 54,570 213 181 26,610 50 38 

合　計 145 113 60 48 

ロ．通貨関連取引

（単位：億円）

2023年12月末 2023年３月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

通貨スワップ － － － 0 0 0 

為替予約 5,306 △ 29 △ 29 5,580 7 7 

合　計 △ 29 △ 29 7 7 

ハ．株式関連取引

該当ありません。

ニ．債券関連取引

該当ありません。

ホ．商品関連取引

該当ありません。

ヘ．その他のデリバティブ取引

該当ありません。

店頭

区分 種 類

店頭

区分 種 類
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